倉 生 Si 口 

太宰治 



—— 愛 ハ惜シ ミナ ク奪 ゥ。 

太宰ィ ツマ デモ 病人 ノ 感覚 ダ ケニ興 ジテ、 高邁 ノ 精 

神ヮ スレテ ハイ ナイ 力、 コンナ 水族館 ノ めだか ミ タイ 

ナ、 片仮名、 読 ミニ クク テカナワ ヌ、 ナドト 佐 藤ジィ 

サン、 言葉 ハ怒 リ、 内心 ウレ シク、 ドレ ドレ、 ト 眼鏡 

カケ ナオ シテ、 ェ エト、 ナ ニナ 二 9 海ノ底 デネ、 

青 ィ袴ハ イタ 女学生 ガ 昆布 ノ森ノ 中、 岩 二 腰 カケテ 

考 エティ タソゥ デス、 ェェ、 ホン トニ。 婦人 雑誌 二 出 

テ イタ、 潜水夫 タ チノ 座談会。 ソノホ カニモ 水死 人、 



真実 ノ 読者、 スナ ヮチ立 チテ、 君ガ タメ、 マコト 乾杯、 

イタ 卜 ァ クシ ュ 

痛 イツ！ ト飛 ビア ガル ホド ノア ツキ 握手。 

イシ ザカシ サッカ 力 サイ ゼンゾ ウセ ンセィ 

石 坂 氏 ハダ メナ 作家 デ ァ ル。 葛 西 善 蔵 先生 ハ、 

ダン ナ ゲイ ィ フカ ク リヨ ィ ィ ライ 

旦那芸 ト 言 ウテ 深ク 苦慮 シテ居 マ シ タ。 以来、 

ジッシ ユン ジ ユウ 二 チヤ テン テン ベン エイ コク キ ユウ キヨ ウイ ッ パイ 

十 春秋、 日夜 転輾、 鞭 影 キミ ヲ尅 シ、 九 狂 ー拝ノ 

シ ョ ウジ ン シ ゴ ケネン イツ ソゥ シゴ ト 才 

精進、 師ノ御 懸念 一 掃ノォ 仕事 シテ居 ラレ ルナ ラバ、 

ヮタ クシ ナニ ィ n エタ 力 メイ ロウ 

私 、 何ヲ言 ォゥ、 声高 ク、 「ァ リガ トウ」 ト 明朗、 

シュ クゼ ン シャジ n ゴロ キミ 

粛然 ノ 謝辞 ノミ。 シ カルニ、 此 ノ頃ノ 君、 タイ ヘン 

シッ レイ ショウ セッ 才 カキ ヨウ ツイ ホウ フブキ ナカ ツマ 

失礼 ナ 小説 カイ テ居 ラレ ル。 家郷 追放、 吹雪 ノ中、 妻 

ト子 トワレ、 三人 ヒシ ト抱キ 合ィ、 行 ク手サ ダマ ラズ、 

ホウ コゥ シ ユウ ジンべ ッシ マト セイジ ッ ショウ シン ガン シ ユウ 

ヨロ ヨロ 彷徨、 衆人 蔑視 ノ的 タル、 誠実、 小心、 含羞 



リ カイ イノ チ 

ナイ。 理解 ノミ。 生命 ナシ。 

ノッソ リ出テ 来テ、 蠅タ タキノ 如ク、 バタ ット ャッ 

ィ ゴヒャ クマイ リ ヨウ シン イマ ミ 

テ、 ゥム ヲ言ヮ サヌ。 五 百 枚。 良心。 今 二見 ョ、 ナド 

アイ クチ ティ ァ ダウ ショウ ジン バカ ナ 

匕首 ノゾ カセ タル 態ノ ケチナ 仇討チ 精進、 馬鹿、 投ゲ 

ス シ マザキ トウ ソン シ マキ ケ ンサク デ カセギ ニン コンジ ヨウ 

捨 テョ。 島 崎 藤 村。 島 木 健 作。 出 稼 人 根性 ヤメ ョ。 

フク 口 ミゴ卜 キキ ヨウ ヒコク コク レツ ジ イシ キ 

袋 カツ イデ 見事 二 帰郷。 被告 タル 酷烈 ノ 自意識 ダマ 

ク ノウ シャ ィ レズ ミ セ イソ ゥ ジギ 

スナ。 ヮ レコソ 苦悩 者。 刺青 カク シタ聖 僧。 ォ 辞儀 サ 

n ゥチ ヨウ ハナ シ ヘン シ ユウ チョウ 力 バ モノ 

セ タイ 校長 サン。 「話」 編輯 長。 勝 チタ ィ化ケ 物。 

ワラ ド リヨ クサ ッカ へ ン ゲン マン リヨ ゥ キサク 

笑ヮレ マイ 努力。 作家 ドウ シハ、 片言 満了。 貴 作 二 

ゴ ジ シ ン サイケ ン シン ギ カンパ リヨ ゥサク 

ツキ、 御自身、 再検ネ ガイ マス。 真偽 看破 ノ 良策 ハ、 

イツ サク ゥシナ フカ ハカ フ タリ コロ オヤ 

一作、 失ェシ モノ ノ深 サヲ 計レ。 「二人 殺 シタ親 モア 



ルご トカ。 

シ キミ ダン ジキ クル ギゼ ンシャ 

知 ルャ、 君、 断食 ノ苦 シキ トキ ニハ、 カノ 偽善者 ノ 

ゴト カナ ォ モモ チ カミ n ゲン チョウ ジン ト 

如ク 悲シキ 面容 ヲス ナ。 コレ、 神 ノ子ノ 言。 超人 説 

ショウ シン キヨ ゥキ ヨウ ヒト コ ワラ ゲン シュク 

ケル 小心、 恐 々 ノ人ノ 子、 笑 イナ ガラ 厳粛 ノコ ト 

カタ シ ュ ゥ パッシン ジ ュ テツ ジン サケ ジセキ キヨ ゥシ 

ヲ 語レ、 ト 秀抜 真珠 ノ 哲人、 叫ンデ 自責、 狂死 シタ。 

ジセィ ナオ セン マン ニン ィ ァ クシ ュ 

自省 直ケ レバ 千万 人ト言 エド モ、 —— ィャ、 握手 ハマ 

タテ n トパ ジセィ ナ才 

ダマ ダ、 ソノ楣 ノウ ラノ 言葉 ヲコ ソ、 「自省 直 カラ ザレ 

コジキ ァ セ キメン ロウ バイ ヒコク ザィニ ン サカャ 

バ、 乞食 ト会ッ テモ、 赤面 狼狽、 被告、 罪人、 酒屋 二 

飛 ビ込ム ご 

ヮタシ アイ テツ ジン コ 

カッテ 私ハ、 愛ノ 哲人、 へ エゲル ノ子デ アツ タ。 

テツ ガク チ アイ シン ジ ツチ セィ リツ 

哲学 ハ、 知へ ノ愛デ ハナ クテ、 真実 ノ知 トシ テ 成立 セ 



サマ タイケ イチ セン セィ n トバ 

シムべ キ様ノ 体系 知デ アル、 へ エゲル 先生 ノコ ノ 言葉、 

イチ ガッ ケィ オシ マト ィ 

一 学兄 ニ教 エラ レタ。 的 言 ィァ テル ヨリ ハ、 ヮガ 

シネン カイ チン タイケ ィ スジ タ ァ ムジ ユン 

思念 開陳 ノ 体系、 筋 ミチ 立チテ 在リ、 アラワ ナル 矛盾 

イチ ォゥ シ ュコゥ ァ タイ ヮ ガコト ハク セン 

モナ シ、 一 応ノ 首肯 二 価 ス レバ、 我事 ォヮ レリ、 白扇 

サ ットヒ ライ テ、 スネノ 蚊、 追ィ 払ゥ。 「ナル ホド、 ソ 

ヒ トリ タツ 二 ツボン n ライ ニチジ ヨウ ゴ カタ 

レモ 一 理窟 ご 日本、 古来 ノコ ノ 日常 語ガ、 スべ テヲ語 

シュビ イツ カン チヅ ジョセ ィゼン 

リツ クシ ティル。 首尾 ノー 貫、 秩序 整然。 ケサ ノコ ノ 

ハ シ ガキ ジ ユン スィ シ ユカ ン テキ ヒ ヨウ ハク 

走 リ書モ マタ、 純粋 ノ 主観的 表白 ニァラ ザルコ トハ、 

ミナ サマ ショウ チ キミ キ モ ォモ ァヮ 

皆様 承知。 プン クト、 ナ ドノ 君ノ 気持 チト思 ィ合セ ョ。 

急 ニ書キ タクナ ク ナッタ。 

ゲ ン タダ ゲン ゥソ ショ セン 

ス べテノ 言、 正 シク、 ス べテノ 言、 噓デ アル。 所詮 



去年の 夏、 おれの 畑の とうもろこし、 七 本ば つか 呉れ 

て やった ことがあります。 まこと は、 二 本。 そのほか、 

処々 の 無智 ゆえに 情 薄き 評定の 有様、 手に とる が 如く、 

眼前に 真し ろき 滝 を 見る よりも 分明、 知りつつ も われ、 

真珠の 雨、 のちのち、 わがた めの ブランデス 先生、 お 

そらく は、 わが 死後、 —— いや だ！ 

真珠の 雨。 無言の 海容。 すべて、 これらのお 慈悲、 

と-つ さく 

ひね こびた 倒錯の 愛情、 無意識の 女々 しき 復謦 心より 

発する ものと 知れ。 つね 日頃より 貴族の 出 を 誇れる 

ご うしょう 

傲 縦の マダム、 かの 女の 情夫の あられ もない、 一路 物 



在りし ロケット さえ も、 バンドの 金具の はて 迄。 すつ 

からかん。 与える に、 ものな き 時 は、 安 (とだけ 書い 

て、 ふと 他の こと 考えて、 六十 秒 も かからなかった 害 

なれ ども、 放心の 夢 さめて はっと 原稿用紙に 立ち かえ 

り 書き つづけよ うとして はたと 停 とん、 安と いう この 

一 字、 い つたい 何 を 書こうと していた のか、 三つに なつ 

うる 

たばかりの 早春 死んだ 女児の、 みめ 麗 わしく 心 もやさ 

しく、 釣糸 嚙み 切って 逃げた なまず は 呑 舟の 魚 くら 

いに も 見える とか、 忘却の 淵に 引きずり 込まれた 五、 

六 行の 言葉、 たいへん 重大の キイ ノオト。 惜しくて な 

らぬ。 浮いて 来い！ 浮いて 来い！ 真実なら ば 浮い 



て 来い！ だめ だ。) 

これで も か、 これで も か、 と 豚に 真珠の 慈雨 あたえ 

る 等の 事 は、 右の 頰 ならば、 左の 頰を も、 という かの 

神の 子の 言葉 の 具象 化 でない。 人の子の 愛慾 独占の 汚 

い 地獄 絵、 はっき リ 不正の 心 ゆえ、 きょうよ リ のち、 

私、 一 粒の 真珠 を も おろそかに 与えず、 豚さん、 これ 

は 真珠 だよ、 石ころ や 屋根の 瓦と は 違う の だよ、 と懇 

切て いねい、 理解 させず ば 止まぬ 工合い の、 けちな 啓 

いばら みち 

蒙、 指導の 態度、 もとより 苦しき 茨の 路、 けれども、 

ここに こそ 見る ベ き 発芽、 創 生 うごめく 気配の ある こ 



する。 「蚊 も、 まやくの 血 をのんで は、 ふらふら ご と 

いう ユウ モ ラスな 意味 を ふくんだ、 あかい 血、 くろい 

血。 おのれの、 はじめの 短篇 集、 「晚 年」 の 中の 活字の 

ほかの 活字 は、 読まず、 それ もこの ごろ は、 つまらな 

のぞ 

いつまらない、 と 言いだ して、 内容 視 かず、 それでも 

寝る とき は 忘れず 枕 もとへ 置いて 寝て、 病気 見舞いの 

ひとりの 男、 蚊帳の そとに 立って その 様 を 見て 立った 

まま 泣いて、 鼻 を かむ 音で 中の 病人に それと さとられ 

てし ま つ た 一 夜 も ある。 

きしょ ラ 

「一、 起 誓の こと。 おそらく、 生涯に、 いちど、 の、 

ことでしょう。 今夜、 一 夜、 だまって、 (笑わずに) ほ 



ん とに、 だまって、 お 医者へ いって、 あと 一 つ、 たの 

んで 来て 下さい。 たのみます。 生涯に、 このような こ 

と、 二度と ございませぬ。 私 を 信じて、 そうして、 私 

も 鬼で ない 以上、 今夜のお 前の 寛大の ために だけで も、 

悪癖よ さなければ ならぬ。 以上、 一 言 一 句 あやまちな 

し。 この 起 誓の 文章 やぶらず、 保存して 置いて 下さい。 

十 年、 二十 年の ちに は、 わが 家の、 否、 日本の 文学史 

にと つての、 宝と なります。 年、 月、 日。 

なお、 お 医者へ は、 小切手、 明日、 お金に かえて 支 

払います と 言って 下さい。 明日、 なんとかして、 ほん 

ざんき 

とに お金 こしらえる つもり。 慚^、 うちに 罟る こと 不 



の 烈しき 歐欷。 婆さん、 しだいに 慾が 出て 来て、 あの 

薬 さえなければ、 と つくづく 思い、 一夜、 あるじへ、 

わが 下 ごころ 看破され ぬよう しみじみ 相談 持ち掛けた 

ところ、 あるじ、 はね 起きて、 病床 端坐、 知らぬ は 彼 

のみ、 太宰 ならば この辺で、 襟搔 きなおして 両眼と じ、 

おもむろに 津軽 なまり 発したい ところ さ、 など 無礼の 

ちまた 

雑言、 かの 虚栄の 巷 の 数百の 喫茶店、 酒の 店、 おでん 

しょう 

支那 そば、 下って は、 やきとり、 うなぎの 頭、 焼ち ゆ 

あ. P もリ 

う、 泡盛、 どこかで 誰か 一人 は 必ず 笑って居る。 これ 

ばんけん じつ 

は 十目の 見る ところ、 百聞、 万 犬の 実、 その 夜 も、 か 

れは、 きゅっと ロー 文字 かたく 結んで、 腕組みの まま 



も 動け ぬ。 う ふ ふ、 死骸 じ やよ。 底の ない 墜落、 

無 間 奈落 を 知って 居る か、 加速度、 加速度、 流星と 同 

じくら いのは やさで、 落下しながら も、 少年 は 背丈の 

び、 暗黒の 洞穴、 どんどん 落下しながら 手 さぐりの 恋 

をして、 落下の 中途に て 分娩、 母乳、 病い、 老衰、 い 

まわの きわの 命、 いっさい 落下、 死亡、 不思議 やかな 

おえつ かもめ 

しみの 嗚咽、 かすかに、 いちど あれ は 鷗の声 か。 落下、 

ラ じむし 

落下、 死体 は 腐敗、 蛆虫 も 共に 落下、 骨、 風化され て 

無、 風の み、 雲の み、 落下、 落下 II 。 など、 多少、 

いやしく 調子 づ いたお しゃべり はじめて、 千里の 馬、 

とどまる ところな き 言葉の 洪水、 性 来、 富者 万 燈の御 



祭礼 好む 軽薄の 者、 とし 甲斐 もな く、 夕食の 茶碗、 塗 

たぬき 

箸 もて 叩いて、 われと わが 饒舌に、 ま、 狸ば やしと で 

も 言おう か、 えたい 知れぬ チャンチヤンの 音 添え て 、 

さすが 

異様の はしゃぎ かた、 いいこと ない ぞ、 と 流石に 不安、 

すこしずつ 手綱 引きし めて、 と 思いいた つた、 とたん 

にわが 家の 他人、 「てれかくし たくさん。 たいした 苦 

心ね。 (たのむ、 お 医者へ) と 一言で よかった のにね 

え ご 

「おい、 おい。 おめえ、 —— 」 

「かんにん、 かんにん ご 



合って、 うろつき 歩き、 ついに は 相 抱いて、 涙 さえ 浮 

ベ、 ば、 ばんざい！ 笑い話 じ やない ぞ、 おまえ はこ 

の 陣笠 を 笑えない。 この 陣笠 は、 立派 だ。 理智 や、 打 

算ゃ 策略に は、 それ こそ 愛の 魚メ ダカ 一匹 住み 得ぬ の 

だ。 教えて やる。 愛 は、 言葉 だ。 山 内 一 豊 氏の 十両、 

ほしいと 思わぬ。 も いちど 言う、 言葉で 表現で きぬ 愛 

情 は、 まことに 深き 愛でない。 むずかし きこと、 どこ 

にも 無い。 むずかし いもの は 愛でない。 盲目、 戦闘、 

狂乱の 中に こそより 多くの 真珠が 見つかる。 『私、 I 

I なんにも、 —— 』 そうして、 しとやかに お辞儀して、 

それだけ でも、 かなりの 思い 伝え 得る の だ。 いまの 世 



ととのみ 考え、 ちかき 人々 にも、 ここ だけの 話と 前置 

きして、 よろこび わかち、 家郷の 長兄に は、 こんど こ 

そ、 お信じ 下さい、 と 信じて 下さるまい 長兄の きびし 

さも どかしく 思い、 七日、 借銭に てこの 山奥の 温泉に 

来り、 なかば 自炊、 粗末の 暮 しはじめて、 文字 どおり 

着た切り雀、 難症の 病い 必ずな おしてからで なけれ 

ば 必ず 下山せ ず、 人類 最高の 苦しみく ぐり 抜けて、 わ 

がま ことの 創 生 記、 (それ も、 はじめは、 照れくさくて、 

そうせい 記と 平仮名で 書いて いたのが、 今朝、 建国 会 

の 意気に て、 大きく、 創 生 記。) きっと 書いて あげます、 

芥川賞 授賞 者と あれば、 かまえて 平 俗の 先生 づら、 承 



知、 おとなしく、 健康の 文壇 人に なりましょう、 と 先 

生へ おたより 申し、 よろしく 御 削除、 御 加筆の 上、 文 

芸賞 もらった 感想文と して 使つ て、 など 苦しい こと も 

あり、 これ は、 あとあとの、 笑い話、 いま は、 切実の 

こと、 わが 宿の 払い、 家人に 夏の 着物、 着換え 一枚く 

らい は、 引き だして やりた く、 (ああ、 五 百 円 もらう の 

と、 ちがうな あ。) 家賃、 それから 諸 支払い、 借銭 利息、 

船橋の 家に 在る 女房 どうして 居る か、 はは は、 ォド チヤ 

に は 一 銭 もな し、 いや、 小 使 銭 三十 九 銭、 机の 上に ご 

ざいます。 いや だ。 いや だ。 こんな 奴が、 「芥川 賞 

楽屋 噺」 など、 面白くない 原稿 かいて、 実話 雑誌 や、 



菊 池 寛のと ころへ、 持ち込み、 殴られて、 つまみ 出さ 

れて、 それでも、 全部 見抜いて しまって あるよう なべ つ 

とり 油く さい ニヤ ニヤ 笑い やめない 汚い ものになる の 

であろうと 思いました。 今から、 また、 また、 二十 人 

に 余る ご迷惑お かけして 居る 恩人た ちへ お詫びのお 手 

紙、 一方、 あらたに 借銭た のむ 誠実 吐露の 長い 文、 も 

う、 いや だ。 勝手にし ろ。 誰でもよ い、 ここへ お金 を 

送って 下さい、 私 は、 肺病 をな おしたいの だ。 (群馬県 

谷川 温泉 金 盛 館。) ゆうべ、 コップで お 酒 を 呑んだ。 誰 

も 知らない。 

八月 十 一 日。 ま 白き 驟雨。 



みなみな 打ち 寄りて 相談、 とにかく 太宰を 呼べ、 と 話 

まとまって 散会、 —— のち、 —— 荻 窪の 夜、 二 年ぶり 

にて 井伏さん のお 宅、 お 庭に は、 むかしの ままに 夏草 

しょうぎ 

しげり、 書斎の 縁側に て象棋 さしな がらの 会話。 

「若し や、 先生へ ご迷惑 かかったら、 君、 ねえ、 II 。」 

「ええ、 それ は、 —— 。 けれども、 先生、 傷が つくに 

も、 つけよう ございませぬ。 山上 通信 は、 私の 狂躁、 

凡夫 尊 俗の 様な ど を 表現しょう、 他に こんたん ござい 

ません。 先生の 愛情に ついては、 どんな ことがあろう 

たって、 疑いません。 こんどの 中外 公論の 小説な ども、 

みんな、 —— 」 
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